
















の基幹輸出産品とされ、各地に輸出産地を形成していく。綿織物、毛織物産地も成長し、繊維産業は日本の輸出産業として「富国強兵」政策を支えた 太平洋戦争後、独立を手にした東アジアの国々は縫製業からさらに外資導入などにより繊維産業の生産力を高め国際市場に参入 低価格競 に対抗し得ない日本の繊維産地企業 業種転換、海外生産移管、閉業などに向かい、織物 地も縮小傾向が続 ている。
約千三百年の歴史があるとされる群馬県桐






































産で競争する「工業化志向」を脱し設備を独自化して十分に使いこな 、他社が追随できない独自の中間素材 社内生産することによって、オリジナル製品の開発・販売を可能にしているのである。オリジナル・ブランド 立ち上げ
モノづくりに携わる多くの企業は自社で




































































































地企業は、もはや国際市場で競争力を失ってしまったかと うと、そうではない 高度経済成長・拡大生産を前提とした製品企画・開発・製造・販売システムが日本国内でそぐわなくなったのであり 長年にわり蓄積してきた産 の独自の技術、技能、製品の価値は失われていな
その独自の価値を理解する世界の消費者
に届ける新たな製造 販売システムを開拓することによって、適正規模 適正利潤を安定的 確保することが可能である。松井ニット技研が構築しつつある「世界の顧客から適量発注を引き寄せ国内で生産し輸出する」という事業スタイルは、地場産業の産地企業が国際中堅企業へと成長する一つの重要な道筋である。
（にしざわまさき・アジア研究所教授）
